
の
筆
を
振
ふ
筈
で
あ
る
。
窃
輯
ξ
し
て
大
類
博
士
、
時
野
谷
助
教

授
が
「
史
籍
解
題
」
を
受
け
持
九
れ
て
居
る
の
も
讃
者
に
は
喜
ば
し

い
。
「
旧
史
地
割
」
も
附
加
さ
れ
る
豫
定
で
あ
る
。
何
れ
完
結
後
更

に
紹
介
の
機
を
得
る
で
あ
ら
う
。
（
全
十
八
巻
、
償
各
二
、
○
○
）

〔
猪
谷
〕

磯
西
洋
史
概
説

花
井
野
馬
三
著
、

　
往
年
西
洋
史
の
便
利
な
摘
要
・
こ
さ
れ
た
蕎
著
「
西
洋
史
要
」
に
今

回
、
加
筆
さ
れ
て
、
版
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
讃
相
野
ら
す

簡
明
，
憾
言
な
博
士
の
史
筆
を
う
か
撃
ふ
事
が
で
き
る
。
巻
末
鰍

洲
大
笑
の
結
末
を
叙
し
て
「
ウ
イ
ル
シ
ム
濁
世
煮
焼
オ
ラ
ン
ダ
に

奔
り
、
十
一
日
ド
イ
ツ
体
駕
し
、
十
四
日
ボ
ー
ラ
ン
ド
自
立
し
て

エ
ゥ
買
パ
の
大
寄
薫
る
。
是
に
撃
て
エ
ゥ
ロ
バ
の
三
等
國
悉
く
亡

ぶ
」
の
如
き
で
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
り
今
世
紀
初
頭
の

急
騰
詮
の
流
行
か
ら
、
欧
洲
啓
國
の
情
勢
を
蓮
べ
大
戦
の
結
末
迄

に
至
っ
て
居
る
。

　
原
語
表
を
加
へ
、
地
圓
、
爲
翼
版
も
多
数
挿
入
し
て
あ
る
が
、

惜
し
い
事
に
爲
眞
版
の
大
部
分
の
印
棚
が
鮮
明
を
多
い
て
居
る
。

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

（
菊
判
三
八
七
頁
、
白
林
祉
嚢
行
、
償
三
、
七
〇
）
〔
猪
谷
〕
、

翻
満
洲
地
誌
研
究

田
中
秀
作
署
」

　
近
年
我
が
國
の
人
ロ
食
糧
問
題
が
強
く
論
議
さ
る
・
に
至
る

や
、
地
理
的
歴
史
的
に
我
が
國
ぐ
」
最
も
緊
密
な
る
戸
越
に
立
つ
満

洲
が
、
朝
野
識
者
の
間
に
着
目
さ
る
、
に
至
っ
た
こ
ミ
は
，
も
隔
こ

よ
り
當
然
の
蹄
結
で
あ
る
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
本
地
方

に
就
い
て
は
南
満
洲
隠
道
株
式
會
就
そ
の
他
に
よ
り
個
々
の
事
象

に
關
す
る
調
査
の
詳
細
な
る
も
の
が
多
々
獲
表
さ
れ
た
け
れ
さ
も

未
だ
國
民
の
海
外
獲
展
に
充
分
な
素
地
を
與
ふ
る
に
必
要
な
纒
つ

た
地
理
書
が
な
か
っ
た
こ
「
こ
は
我
々
の
最
も
癒
憾
ミ
す
る
所
で
あ

っ
た
。
こ
れ
我
が
國
の
地
理
學
者
が
時
日
の
制
限
を
受
け
て
こ
の

廣
大
な
る
地
域
に
就
い
て
臨
地
研
究
を
な
す
こ
ミ
の
困
難
な
る
の

み
な
ら
す
、
匪
賊
等
の
危
険
が
あ
る
か
ら
、
ま
た
比
む
を
得
ぬ
こ

一
こ
で
も
あ
っ
た
。
裳
に
多
年
満
鐵
調
査
課
に
奉
職
さ
れ
現
に
彦
根

高
商
教
授
た
る
田
中
秀
作
氏
に
依
っ
て
満
洲
地
誌
研
究
が
公
に
さ

れ
た
こ
ε
は
、
最
も
意
義
深
き
も
の
た
る
ε
共
に
ま
た
其
の
人
を

得
た
も
の
噛
こ
信
ず
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・

　
　
　
第
十
・
五
巷
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
七
七

（工7う）



　
　
　
　
紹
　
　
　
　
　
介

　
本
書
編
を
分
つ
こ
一
こ
三
。
第
一
編
序
説
に
於
い
て
は
、
先
づ
満

洲
地
誌
從
來
の
研
究
経
過
を
見
ん
ミ
し
て
満
洲
地
誌
圭
要
滲
考
文

献
を
驚
け
て
み
る
が
著
者
の
用
意
ミ
深
き
親
切
さ
に
感
謝
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
教
に
満
蒙
文
化
獲
展
の
史
的
考
察
を
試
み
、
第
二
編

上
説
に
嘗
て
は
主
ミ
し
て
満
洲
全
般
に
亙
り
て
自
然
唱
こ
人
文
ε
の

概
要
を
相
關
的
見
地
よ
り
検
尊
し
、
第
三
編
に
於
て
は
自
然
文
化

の
爾
景
観
に
基
き
全
地
域
を
更
に
十
の
地
理
匝
に
分
ち
、
冬
廣
の

地
理
的
特
質
ミ
主
要
都
市
及
其
背
域
に
就
い
て
遽
べ
、
最
後
に
か

、
る
分
栃
的
研
究
を
綜
合
し
満
洲
の
地
理
的
特
質
を
把
握
し
以
て

結
語
マ
」
し
て
み
る
。

　
本
書
を
逼
讃
す
る
に
著
者
が
多
年
経
濟
地
理
を
專
攻
さ
れ
た
撃

け
産
業
に
治
す
る
叙
述
が
特
に
詳
細
に
し
て
本
書
の
重
心
は
裳
に

あ
る
も
の
ざ
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
こ
そ
甑
述
の
如
き

本
書
公
刊
の
意
義
は
完
う
さ
れ
た
も
の
「
こ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ

れ
，
ご
眞
の
地
理
學
猫
自
の
領
野
は
地
誌
を
帯
い
て
他
に
見
陣
す
こ

ざ
能
は
ぬ
ミ
確
信
す
る
著
者
が
、
多
年
研
究
さ
れ
し
満
洲
ミ
云
ふ

一
の
纒
つ
た
ブ
イ
ー
ル
ド
を
探
っ
て
地
誌
の
取
扱
を
示
さ
ん
一
こ
試

み
ら
れ
し
こ
ミ
も
ま
た
本
書
編
述
の
一
大
動
機
で
あ
っ
た
。
・
産
業

　
　
　
策
十
五
轟
ゼ
　
戴
牢
四
號
　
　
　
山
ハ
七
入

の
種
芋
に
基
く
憂
化
が
満
洲
の
自
然
地
域
の
義
塾
意
義
を
少
な
か
・

ら
す
攣
更
し
た
こ
ε
を
筆
者
も
ま
た
認
む
る
に
吝
で
は
な
い
が
、

あ
ら
ゆ
る
活
動
の
根
底
に
横
は
る
自
然
景
槻
下
煮
地
理
面
的
基
底

に
立
脚
す
る
満
洲
文
化
段
階
の
獲
展
、
更
に
は
其
の
政
治
地
理
的

意
義
の
今
少
し
く
．
詳
細
な
る
離
間
を
望
む
こ
ミ
は
筆
者
一
人
の
無

理
な
注
文
で
あ
ら
う
か
。
　
（
菊
版
本
文
三
九
九
頁
、
圖
櫛
型
〇
、

爲
颪
二
四
、
償
参
圓
八
拾
銭
、
東
京
古
今
書
院
嚢
党
）
〔
村
松
〕

　
　
　
醗
筑
前
須
玖
史
前
遣
跡
の
研
究

　
　
　
　
（
京
都
帝
臨
大
累
文
藥
部
考
古
學
研
究
報
告
第
十
一
冊
）

　
本
邦
金
石
併
用
期
の
曙
光
を
放
ち
し
北
九
州
に
於
け
る
青
銅
遣

物
の
研
究
は
、
そ
れ
を
蓮
跡
ざ
の
關
係
に
於
い
て
關
明
せ
ん
ミ
す

る
詩
界
の
趨
勢
を
生
む
に
到
り
ぬ
。
こ
の
趨
勢
の
あ
ら
は
れ
S
し

て
、
・
咋
昭
和
四
年
秋
京
大
考
古
學
教
室
の
島
田
貞
彦
氏
等
が
、
そ

の
代
表
的
遣
跡
な
る
筑
紫
瓢
春
日
村
須
玖
岡
本
の
甕
棺
窯
跡
の
徹

底
的
獲
掘
を
試
み
ら
れ
、
十
個
に
餓
る
甕
棺
ミ
、
亀
嵩
中
に
副
葬
さ

れ
て
あ
り
し
一
本
の
銅
劒
ε
を
得
ら
れ
た
り
。
今
、
氏
自
ら
の
筆
に

な
る
そ
の
結
果
の
記
録
ε
し
て
の
本
冊
の
刊
行
を
見
た
る
は
、
か

（176）


